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論   文 の 要 旨 
 大気中の二酸化炭素の約 1/4 は海洋に吸収されているが、過剰な二酸化炭素の溶け込みは海水 pH の低下を










































審   査 の 要 旨 
本研究で著者は、死後も石灰質構造が維持される石灰化生物の特性に着目し、貝殻の減少や縮小を介した海
洋酸性化の間接効果の存在を初めて明らかにした。また、これまで甲殻類は海洋酸性化の直接効果を受け難い
とされてきたが、著者は甲殻類の生残率や成長率が幼稚期で著しく低下することも指摘した。これらの新たな
研究成果は、海洋生態学の基本である生物間相互作用の研究に新たな知見をもたらすとともに、今後の海洋酸
性化研究の基盤となり、海洋生物学研究に広く貢献すると期待される。 
 平成３１年１月２９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
